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各日令のマウス精巣ホモゲネートを用いて ， 3H-プロゲステロン (1 nmole/1μCi) ， 14 C-プロゲステ
ロン (6.8 nmoles/0.2μCi) ， 3H-5α 一プレグナン -3 ， 20- ジオン (6.8 nmoles/0.5μCi) を基質として，




















著者が行ったうさぎ精巣の実験(Endocrinology 99 ， 1269 ， 1976) サル，人の精巣を， 用いた実験
(J. Clin Endrocrinol Metab.44.1023 ， 1977) では醤歯類でみられた上記の現象は見られなかった。
論文の審査結果の要旨
幼若期のマウス精巣では，プロゲステロンから，プロゲステロン及び17-0H- プロゲステロンの5α
-還元物質を経て5α還元C19 ステロイドが生合成される経路が存在することを in vifroの実験で明ら
かにしたO
これは幼若期にのみに特異的で，新生児期，成熱期では5α還元C1 9 ステロイドの生成はみられずテ
ストステロン，アンドロステンジオンが生成された。
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